
『こころの子育てインターねっと関西』第25巻　第１号（2020年１月号）

自立した地域づくり
　成人の日の1月13日、東京で「ＢＰファシリテーター
大研修会（東京会場）」が開催されました。場所は中野
サンプラザ。1階のホールでは成人式の準備が進められ
ており、それを横目に見ながら会場へと向かいました。
　大研修会は、ＢＰプログラムに関心のある一般の方、
誰もが参加することができました。「赤ちゃんがき
た！」（ＢＰ１プ ログラム）と「きょうだいが生まれ
た！」（ＢＰ２プログラム）の内容の紹介と、それらを
各地で実践している方のリアルなお話を聞くことができ
るということだったので、勉強させていただくのに良い
機会だと思い、参加しました。
　今、私は、自分が住んでいる町で「自立した地域づく
り」を目指した活動をしています。「自立した地域づくり」
の根底にあるのは、自分が住む場所をどんなまちにして、
そこでどう暮らしたいかをひとりひとりが考え、それを
自分たちの手で実現していくことだと思っています。
　そこで大切になってくることの一つが、地域に住む人
たちの「コミュニティの強さ」だと感じています。理想
は"家族のような地域"。まわりに相談をしたり、助け合
ったり、一緒に何かができる関係をつくることが、地域
にある課題の解決や様々なことを実現することにつなが
り、いくつになっても楽しく安心して暮らせる「自分た
ちのまち」ができると考えています。
　ＢＰプログラムが目的と役割にかかげている「助け合
える子育て仲間をつくる」「親の子育て人生を支援する
こと」は、まさに“家族のような地域" にも役をなせるこ
とだと感じました。

実にすばらしい！
　大研修会の冒頭で、代表原田先生のお話の中にでてき
た「少子化が進み、虐待が急増、子どもたちが学校にな
じめない、引きこもってしまうといった問題は先進国に
共通している。夢が見つけられない社会は大きな問題。
次の世代を産み育てることは人類の課題。これらの人類
の宿題に挑戦し、正面から向かって解決したい」といっ
た言葉はとても心強く、心に響きました。また、「子ど
もに関する諸問題は、幼少期にちゃんと愛着形成がなさ
れていないことが原因。子どもを産み育てる人生を選ん
でよかったな、そんな親の子育て人生と子どもたちが健
康に育つように支援をしたい」ともおっしゃっていまし
た。この言葉を聞いて、ＢＰプログラムが推し進められ
ていくことで変わるだろう未来への期待とその可能性を
感じました。ＢＰプログラムの優れた点にも改めて気づ
かされました。

　ＢＰプロ
グラムは、
学問的な理
論、つまり
その道の専
門家がデー
タを分析し
たり、研究

した上での理論が組み込まれていること、それ故に多く
の人に適応していくのではないか。「生涯学習理論」か
ら大人の行動を変えていくのに有効な学びの方法をとり
いれ、「社会心理学的人格発達論」の人が成長する過程
で誰もが踏んでいくだろう発達段階について参加者に知
ってもらうことで安心の種を提供する、そういった要素
を含みながらもプログラムは決して堅苦しく学んでもら
うものではなく、赤ちゃんとお母さんが一緒に楽しく参
加できる場づくり的なものになっているのです。実にす
ばらしい！ますます多くのお母さんに参加してもらいた
いと思うようになりました。

発表者に共通していること
　現在は、都道府県の中でＢＰグラムを実施していると
ころとしていないところの格差が大きく、さらに実施数
が多い都道府県の中でも、市の単位で実施の有無の差が
あるとのことでした。ＢＰプログラムの役割の大きさと
必要性を考えると、全国どこにいてもプログラムに参加
できる環境があることが望ましいです。そのことは、Ｂ
Ｐプログラムに関わる人の多くが思っていることではな
いかと思います。この日、発表があったプログラムを実
践している各地の皆さんのお話からもそのことは伝わっ
てきましたし、そのために日々ご尽力されていることも
わかりました。
　ＢＰ１プログラムについて話をしてくださった、神奈
川県小田原市の子育て支援センター長さん、栃木県足利
市の子育て支援センター主任保育士さん、静岡県富士宮
市の健康増進課の保健師さん、大阪市福島区の病院の小
児科の先生、そしてＢＰ２プログラムについて話してく
ださった、静岡県浜松市の子育て支援センターの保育士
さん、子育て支援団体の保育士さん、民間の子育て支援
団体の代表で心理カウンセラーの方、現場に立っている
皆さんだからこそ感じる手ごたえ、そして課題を教えて
いただきました。
　皆さんに共通していたことは、ＢＰプログラムが果た
している役割の大きさとその効果を実感されていること。
そして、心からより多くのお母さんにそのプログラムを
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届けたいと思っていることでした。と同時に、初めて赤
ちゃんを授かったお母さんたちにＢＰプログラムのこと
を知ってもらうのがなかなか難しく、開催企画後に参加
者を集められるだろうかという不安がともなっているこ
と、行政との連携がもっと上手くできるのではないかと
感じていること、ＢＰファシリテーターをもっと増やし
てプログラムの実施回数を増やし、参加できなかったお
母さんをつくらないようにしたいということなども同じ
でした。
　ＢＰファシリテーターを行政職員がする場合、人事異
動で実施できる人がいなくなってしまうという問題があ
ると複数の方から話がありました。プログラムの実施に
かかる費用、場所、お母さんへの周知の仕組みも含めて
行政が関わって実施することは理想的であるものの、職
員がＢＰファシリテーターになって実施することは、長
期にわたった継続的なプログラムの実施という観点から
は少々課題があることを知りました。

病院実施のプログラム効果
　出産前の段階でのお母さんへのＢＰプログラムの周知、
出産後に参加しやすい場所と条件という点で、病院での
実施はとても良いように思いました。それを実践されて
いる病院の先生の発表は、プログラム参加から半年後に
行ったアンケートの結果と分析で、プログラム参加のお
母さんたちに時間が経ってどんな効果があらわれている
のかがわかるとても興味深いものでした。
　中でも、「プログラム参加者同士の交流がある」と答
えた人が多くいたことは、「助け合える子育て仲間をつ
くる」というプログラムの目的そのものが実現できたこ
とを裏付けています。また、「赤ちゃんが愛おしい」
「赤ちゃんと一緒にいると楽しい」と感じることが増え
たと答えた人、「子をもって社会が広がった」「次の子
どもがほしい」という回答が90％近くを占めていたこ
とは、「子どもを産み育てる人生を選んでよかったな」
とお母さんたちが思えているということではないでしょ
うか。正直なところ、これらの結果は私の想像以上で、
驚きました。
　アンケートの中には、ＢＰ２プログラムに関するもの
もあり、その結果からＢＰ２プログラムがお母さんたち
から求められていることが読み取れました。ＢＰ２プロ
グラムは、お子さんが二人以上になった母親が下のお子
さんが2～5か月の時に一緒に参加するプログラム。Ｂ
Ｐ２プログラムを実施した方からの発表にあったのです
が、参加するお母さんは、初めての子育てではないこと
もあって、赤ちゃんへの対応にも余裕があることが見て
分かるそうです。しかしながら、お兄ちゃん、お姉ちゃ
んがいると、下のお子さんと向き合う時間が少なくなっ
たり、上のお子さんとどう接したらいいのかといった新
たな悩みがでることから、ＢＰ２プログラムは必要で、
とても効果的であるとのことでした。こういったセカン
ドステップの子育て支援プログラムがあることは、次の
子どもをもうけたいと思った時に、安心して産めること

につながる
と感じまし
た。実際、
ＢＰ１プロ
グラムに参
加したお母
さんの多く

が、次のお子さんが生まれた時にＢＰ２プログラムに参
加しているようです。

ＢＰに参加した母親は変わる
　今回、皆さんのお話を聞いてわかったことは、「ＢＰ
プログラムに参加したお母さんたちは変わる」というこ
とでした。"お母さん"としての心構えの概念を変え、し
んどい時の逃げ場をつくれるようになり、大変なことも
含めて子育てを楽しめる心の余裕がでてくること、そし
て、その後も相談や共感し合える子育て仲間ができるこ
とが、大きいのだと思いました。
　ＢＰプログラムは、子育て支援の現場から生まれたも
のであるがゆえに、必要な人に必要なものを届けられて
いて、参加したお母さんの多くが「参加してよかった」
と思えるのだと思います。今後、行政や病院、民間の子
育て支援団体と協力・連携しながら、ますます多くの人
に知ってもらい、女性が「子どもを産み育てたい」と思
えるような風潮と環境ができるといいなと心から思いま
した。行政にとっては「子育てしたいまち」としてＰＲ
できる大きな要素に、そして病院では患者さんの獲得と
固定化のための売りになり得るように思います。

家族や子どもが育つまちづくり
　「親と親をつなぎ、親を育てることにより、子どもを
育てるとともに、地域社会を再生させる」という理念が
ＫＫＩ旗揚げ当初から一貫した考え方で、その理念を実
現させる力をＢＰプログラムが持っていることを実感し
ているというお話もありました。"家族のような地域" づ
くりを目指している私にとって、今回の研修会はとても
学ぶことが多く、共通した思いを感じました。
　お父さんだけでなく、お母さんも働いている家庭が多
くなっている昨今、お母さんに任せっきりの子育ては不
自然な姿です。地域には、おじいちゃん、おばあちゃん、
お父さん、お母さん、お兄ちゃん、お姉ちゃん、弟、妹
になり得る人がたくさんいます。地域という小さな社会
にいる様々な人との関わりが、子どもの頃から触れるこ
とができる社会。その中から学ぶことも多いはずです。
地域が家族、地域で子どもたちを育てていくようなまち
ができたらいいなと、さらに夢が広がりました。
　研修会が終わり、会場を後にして外に出てみると、成
人式を終えたばかりのキラキラした新成人の皆さんで溢
れかえっていました。その間を通りぬけながら、あの皆
さんたちが、未来に明るい希望を見いだし、次の世代を
産み育てることに喜びを感じられるような社会をつくっ
ていかないといけないなと思いました。
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